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株主各位

証券コード　8281
（発送日）2023年６月13日

（電子提供措置の開始日）2023年６月 6 日
株 主 各 位

福島県郡山市朝日三丁目７番35号
ゼビオホールディングス株式会社
代 表 取 締 役 諸 橋 友 良

【当社ウェブサイト】
https://www.xebio.co.jp/ja/ir/general-meeting.html

【株主総会資料　掲載ウェブサイト】
https://d.sokai.jp/8281/teiji/

【東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）】
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

第51回定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第51回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申しあげます。

　本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供措置事項）につい
て電子提供措置をとっており、インターネット上の以下の各ウェブサイトに掲載しておりますので、
いずれかのウェブサイトにアクセスの上、ご確認くださいますようお願い申しあげます。

（上記の東証ウェブサイトにアクセスいただき、「銘柄名（会社名）」に「ゼビオホールディング
ス」又は「コード」に当社証券コード「8281」を入力・検索し、「基本情報」「縦覧書類/PR情
報」を順に選択して、「縦覧書類」にある「株主総会招集通知/株主総会資料」欄よりご確認くだ
さい。）
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株主各位

1. 日 時 2023年６月29日（木曜日）午前10時
2. 場 所 福島県郡山市中町10番10号

郡山ビューホテルアネックス　４階
（末尾の会場ご案内図をご参照ください。）

3. 会議の目的事項
報 告 事 項 第51期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）事業報告、連結計算

書類及び計算書類の内容報告ならびに会計監査人及び監査役会の連結計算書
類監査結果報告の件

　なお、当日ご出席されない場合は、インターネットまたは書面（郵送）によって議決権を行使する
ことができますので、お手数ながら株主総会参考書類をご検討のうえ、2023年６月28日（水曜日）
午後５時までに議決権を行使してくださいますようお願い申しあげます。

［インターネットによる議決権行使の場合］
　当社指定の議決権行使ウェブサイト（https://www.tosyodai54.net)にアクセスしていただき、
本招集ご通知とあわせてお送りする議決権行使書用紙に表示された「議決権行使コード」及び「パス
ワード」をご入力のうえ、画面の案内にしたがって、議案に対する賛否を上記の行使期限までにご入
力ください。
　インターネットによる議決権行使に際しましては、後記「インターネットによる議決権行使のご案
内」をご確認くださいますようお願い申しあげます。

［書面（郵送）による議決権行使の場合］
　議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、上記の行使期限までに到着するようご返
送ください。

敬　具

記
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株主各位

決 議 事 項
第１号議案 取締役６名選任の件
第２号議案
第３号議案

監査役１名選任の件
ストックオプションとして新株予約権を発行する件

4. 招集にあたっての決定事項
⑴　書面（郵送）により議決権を行使された場合の議決権行使書面において、議案に対する賛否の

表示がない場合は、賛成の表示があったものとしてお取り扱いいたします。
⑵　インターネットにより複数回、議決権を行使された場合は、最後に行われた議決権行使を有効

なものとしてお取り扱いいたします。
⑶　インターネットと書面（郵送）により重複して議決権を行使された場合は、到着日時を問わ

ず、インターネットによる議決権行使を有効なものとしてお取り扱いいたします。

以　上

　◎当日ご出席の際は、お手数ながら議決権行使書用紙を会場受付にご提示くださいますようお願い
　　申しあげます。
　◎電子提供措置事項に修正が生じた場合は、上記インターネット上の当社ウェブサイト、株主総会
　　資料掲載ウェブサイト及び東証ウェブサイトにおいて、その旨、修正前及び修正後の事項を掲載
　　いたします。
　◎本株主総会においては、書面交付請求の有無にかかわらず、一律に電子提供措置事項を記載した
　　書面をお送りいたしますが、当該書面は法令及び当社定款第15条の規定にもとづき、次に掲げ
　　る事項を除いております。

　①事業報告の会社の新株予約権等に関する事項
　②事業報告の会社の体制及び方針
　③連結計算書類の連結株主資本等変動計算書
　④連結計算書類の連結注記表
　⑤計算書類の株主資本等変動計算書
　⑥計算書類の個別注記表
　したがいまして、当該書面に記載している事業報告、連結計算書類及び計算書類は、会計監査
　人が会計監査報告を、監査役が監査報告を作成するに際して監査した対象書類の一部でありま
　す。

昨年までお土産をご用意しておりましたが、諸般の事情により、本総会より廃止させていただく
ことになりました。何卒ご理解いただきますようお願い申しあげます。
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当期の剰余金の配当について

当社は、会社法第459条の規定に基づき、取締役会の決議をもって剰余金の配当等を行うことが
できる旨を当社定款第38条に定めております。

当期の期末配当につきましては、2023年４月18日開催の取締役会において、剰余金の配当を行
うことを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせ申しあげます。

記

１.株主に対する配当財産の割当てに関する事項及びその総額
当社普通株式１株につき15円
配当総額は、663,160,740円となります。
（これにより、年間配当金は、2022年12月12日に実施した中間配当金15円と合わせ１株につ
き30円となります。）

２.剰余金の配当が効力を生ずる日
2023年６月14日（水曜日）

以　上
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議決権行使についてのご案内

議決権行使についてのご案内
株主総会における議決権は、株主の皆さまの大切な権利です。
株主総会参考書類をご検討のうえ、議決権を行使してくださいますようお願い申しあげま
す。
議決権を行使する方法は、以下の３つの方法がございます。

株主総会に
ご出席される場合

インターネットで議決権を
行使される場合

書面（郵送）で議決権を
行使される場合

議決権行使書用紙を会場受付にご提
出ください。

次ページの案内に従って、議案に対
する賛否をご入力ください。

議決権行使書用紙に議案に対する賛
否をご表示のうえ、ご返送くださ
い。

日　時 行使期限 行使期限

2023年６月29日（木曜日）
午前10時（受付開始:午前9時）

2023年６月28日（水曜日）
午後5時入力完了分まで

2023年６月28日（水曜日）
午後5時到着分まで

議決権行使書用紙のご記入方法のご案内
こちらに議案に対する賛否をご記入ください。

第１号議案 　

⃝ 全員賛成の場合 賛  に〇印

⃝ 全員反対の場合 否  に〇印

⃝ 一部の候補者に
反対の場合

賛  に〇印をし、
反対する候補者の番号を
ご記入ください。

第２、３号議案 　

⃝ 賛成の場合 賛  に〇印

⃝ 反対の場合 否  に〇印※議決権行使書用紙はイメージです。

・インターネットおよび書面（郵送）の両方で議決権行使をされた場合は、インターネットによる議決権行使を有効な議決権行使としてお取り
扱いいたします。また、インターネットにより複数回、議決権行使をされた場合は、最後に行われたものを有効な議決権行使としてお取り扱
いいたします。

・書面（郵送）により議決権を行使された場合の議決権行使書面において、議案に対する賛否の表示がない場合は、賛成の表示があったものと
してお取り扱いいたします。
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議決権行使についてのご案内

インターネットによる議決権行使のご案内
QRコードを読み取る方法
「スマート行使」

議決権行使コード・パスワードを
入力する方法

議決権行使コードおよびパスワードを入力することなく議決権行
使ウェブサイトにログインすることができます。

議決権行使
ウェブサイト https://www.tosyodai54.net

　

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。2

「スマート行使」での議決権行使は1回に限り
可能です。
議決権行使後に行使内容を変更する場合は、お手数ですが
PC向けサイトへアクセスし、議決権行使書用紙に記載の
「議決権行使コード」・「パスワード」を入力してログイン、
再度議決権行使をお願いいたします。
※‌‌QRコードを再度読み取っていただくと、PC向けサイト
へ遷移できます。

議決権行使書用紙右下に記載のQRコードをスマートフォン
かタブレット端末で読み取ってください。

1

※‌‌「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。4

議決権行使書用紙に記載された
「パスワード」をご入力ください。

3

議決権行使書用紙に記載された
「議決権行使コード」をご入力ください。

2

「議決権行使コード」
を入力

「ログイン」を
クリック

「パスワード」
を入力
実際にご使用になる
新しいパスワードを
設定してください

「登録」をクリック

※操作画面はイメージです。

議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。1

「次へすすむ」を
クリック

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォン、携帯電話の操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

東京証券代行株式会社
電話：0120－88－0768（フリーダイヤル）

受付時間　午前９時～午後９時（土日祝日も受付可）
機関投資家の皆様は、株式会社ICJの運営する機関投資家向け議決権電子行使プラットフォームをご利用いただくことが可能です。

－ 6 －
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事業の経過及びその成果、対処すべき課題

(2022年 4 月 1 日から
2023年 3 月31日まで)
事　 業　 報　 告

１．企業集団の現況に関する事項
⑴　事業の経過及びその成果
当連結会計年度における国内経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が続く中、各種感染症対策

や行動制限の緩和により、緩やかな持ち直しが見られました。一方、ウィズコロナの下で各種政策に
よる景気の持ち直しが期待されるものの、為替変動や物価上昇などを要因とした下振れリスクも懸念
されております。また、食品やエネルギーなどの生活必需品の値上げが拡大し、消費者の生活防衛意
識はますます高まりつつあります。

スポーツ用品販売業界におきましては、部活動を始めとする学校活動やスポーツイベントの再開に
加えて、FIFAワールドカップカタール2022や2023ワールド・ベースボール・クラシックなどの国
際大会の後押しもあり、一般競技スポーツ商品の需要が高まりました。また、コロナ対策の段階的緩
和による外出機会の増加により、シューズ、バッグ、カジュアルウェアを始めとしたライフスタイル
商品の需要回復も見られました。一方で、コロナ禍で市場拡大してきたゴルフやアウトドアレジャー
などの屋外スポーツ商品の需要は、一巡の兆しが見られました。

この様な状況の中、当社グループは、店舗のスクラップ＆ビルドや大型改装による競争力の向上、
フィッティングサービス向上による国内外のゴルフ市場シェアの拡充、急回復が顕著なインバウンド
需要の獲得などに対応しました。また、円安やエネルギー価格の高騰を背景とした商品原価、店舗運
営コストの上昇が進行する中、接客サービスの強化による一品単価、客単価向上に注力しました。

新規出店及び閉店につきましては、当連結会計年度では31店舗を出店し47店舗を閉店しました。
これらにより、当連結会計年度におけるグループの総店舗数は883店舗となり、グループ合計の売場
面積は前連結会計年度末に比べて1,789坪減少し、198,738坪となりました 。

以上の結果、当連結会計年度期間における連結業績は、売上高2,392億93百万円（前連結会計年
度比7.2%増）、営業利益83億27百万円（前連結会計年度比66.6%増）、経常利益92億42百万円
（前連結会計年度比17.7%増）、親会社株主に帰属する当期純利益53億97百万円（前連結会計年度
比40.7％増）となりました。
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事業の経過及びその成果、対処すべき課題

部 門 第50期 第51期（当期） 前期比売上高 構成比 売上高 構成比
百万円 ％ 百万円 ％ ％

ウ ィ ン タ ー ス ポ ー ツ 10,865 4.9 10,444 4.4 96.1
ゴ ル フ 77,037 34.5 84,072 35.1 109.1
一 般 競 技 ス ポ ー ツ ・ シ ュ ー ズ 64,586 28.9 71,499 29.9 110.7
ス ポ ー ツ ア パ レ ル 27,127 12.2 27,813 11.6 102.5
ア ウ ト ド ア ・ そ の 他 30,946 13.9 32,579 13.6 105.3

ス　ポ　ー　ツ　用　品　・　用　具　 計 210,563 94.3 226,408 94.6 107.5
そ の 他 計 12,718 5.7 12,884 5.4 101.3
合 計 223,282 100.0 239,293 100.0 107.2

　部門別の連結売上高については、次のとおりであります。

（注）１．記載金額に消費税等は含まれておりません。
２．「その他計」は、クレジットカード事業収益、書籍及び食品等の販売、宿泊事業等を含んでおりま

す。

　主な商品部門別の概要は、次のとおりであります。
【ウィンタースポーツ部門】

ウィンタースポーツ部門では、都心部のシェア拡大を図ったことによる新規顧客の獲得はあるも
のの、コロナ禍でのサプライチェーン混乱による商品投入遅延を要因とする販売機会損失の影響も
あり低調に推移いたしました。以上の結果ウィンタースポーツ部門の売上高は、前連結会計年度比
3.9%の減少となりました。

【ゴルフ部門】
ゴルフ部門では、昨今ビギナー層を中心とした市場拡大に一巡の兆しが見られる中、フィッティ

ング販売による接客サービスの強化を図ったことにより客数も増加し、引き続き好調に推移しまし
た。以上の結果、ゴルフ部門の売上高は、前連結会計年度比9.1%の増加となりました。

－ 8 －
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事業の経過及びその成果、対処すべき課題

【一般競技スポーツ・シューズ部門】
一般競技スポーツ・シューズ部門では、部活動の活性化や国際スポーツ大会の盛り上がりも後押

しとなり前年を上回りました。行動制限の緩和や、人流の回復に伴い、タウンシューズやウォーキ
ングシューズが前年を上回りました。以上の結果、一般競技スポーツ・シューズ部門の売上高は、
前連結会計年度比10.7%の増加となりました。

【スポーツアパレル部門】
スポーツアパレル部門では、一般競技スポーツの需要回復に加えて、天候にも恵まれたこともあ

り堅調に推移しました。以上の結果、スポーツアパレル部門の売上高は、前連結会計年度比2.5%
の増加となりました。

【アウトドア・その他部門】
アウトドア・その他部門では、キャンプ市場の拡大が一巡してきている一方で、トレッキングは

カジュアル層を中心に山登り需要がコロナ禍前の2019年度に並ぶ勢いで回復しました。以上の結
果、アウトドア・その他部門の売上高は、前連結会計年度比5.3%の増加となりました。

⑵　対処すべき課題
　今後の当社を取巻く環境につきましては、世界的な金融引締め等が続く中、海外景気の下振れが
我が国の景気を下押するリスクや物価上昇、供給面での制約、金融資本市場の変動の影響等、依然
として先行き不透明な状態が想定されます。スポーツ用品販売業界におきましては、コロナ禍で市
場拡大を継続してきたゴルフ、アウトドアに一巡の兆しが見られるものの、ウィズコロナの下で景
気が持ち直していく中で、一般競技スポーツの需要回復によるリアル店舗の客数増加及び市場拡大
を続けるEC事業のシェア拡充により、売上環境は改善されることを予想しております。
　かかる状況下、当社グループは、創業60周年を第三の創業期と捉え、持続的に発展するため
に、改めてキャッシュ・フロー経営に基づく企業価値創造と競争優位性を高めることに注力しま
す。
　次期において、重点を置いて対応する内容は以下の通りです。

１．お客様第一主義に基づく・ヒト・モノ・情報が行き交う新たな事業モデルの創造
２．事業/店舗のスクラップ＆ビルドと新たな業態変革
３．サステナビリティ経営の実践と業務改革の推進
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設備投資等の状況

時 期 店 名

2022年４月
ゴルフパートナー THE OUTLETS北九州店（福岡県）
ゴルフパートナー Fitting Studio調布店（東京都）
ヴィクトリアゴルフ 六本木ヒルズ店（東京都）

2022年５月 ダブルイーグル 銀座店（東京都）
2022年７月 ゴルフパートナー R305小松店（石川県）
2022年８月 PGA TOUR SUPERSTORE 札幌北広島店（北海道）
2022年10月 ゴルフパートナー R310大阪狭山店（大阪府）

2022年11月

ゼビオスポーツエクスプレス イトーヨーカドー安城店（愛知県）
スーパースポーツゼビオ ららぽーと堺店（大阪府）
スーパースポーツヴィクトリア 池袋サンシャインシティ店（東京都）
ゴルフパートナー 戸塚インドア練習場店（神奈川県）
ゴルフパートナー 西原グリーンセンター店（沖縄県）

2022年12月 ゴルフパートナー あみ東インター店（茨城県）
2023年３月 スーパースポーツゼビオ ビビット南船橋店（千葉県）

⑶　設備投資等の状況
　当連結会計年度における設備投資の総額は9,339百万円となりました。その主な投資といたしま
しては、当連結会計年度中の新規出店（31店舗）、物流機能充実であります。主な新規出店の内
訳は次の通りであります。

⑷　資金調達の状況
当連結会計年度における資金調達は、主として自己資金をもって充当いたしました。

－ 10 －
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財産及び損益の状況の推移

区 分
第 48 期 第 49 期 第 50 期 第51期（当期）

2020年３月期 2021年３月期 2022年３月期 2023年３月期
売 上 高 (百万円) 225,312 202,438 223,282 239,293
経 常 利 益 (百万円) 5,842 4,342 7,851 9,242
親会社株主に帰属
す る 当 期 純 利 益 (百万円) 408 412 3,836 5,397

１株当たり当期純利益 (円) 9.23 9.32 86.77 122.09
総 資 産 (百万円) 182,921 207,482 208,308 211,300
純 資 産 (百万円) 117,251 116,353 118,708 122,567
１ 株 当 た り 純 資 産 (円) 2,640.13 2,621.34 2,674.23 2,760.04

名　　　称 資　本　金 議決権比率 主 要 な 事 業 内 容

ゼ ビ オ 株 式 会 社 100百万円 100.0％ スポーツ用品等小売事業

株 式 会 社 ヴ ィ ク ト リ ア 100百万円 100.0％ スポーツ用品等小売事業

株式会社ゴルフパートナー 100百万円 100.0％ スポーツ用品等小売事業
クロススポーツマーケティ
ン グ 株 式 会 社 29百万円 100.0％ マーケティングエージェント

事業
ゼビオコミュニケーションネッ
ト ワ ー ク ス 株 式 会 社 10百万円 100.0％ EC事業
ク ロ ス テ ッ ク ス ポ ー ツ
株 式 会 社 10百万円 100.0％ 海外窓口業務、Ｒ＆Ｄ業務事

業

特定完全子会社の名称 ゼビオ株式会社
特定完全子会社の住所 福島県郡山市朝日三丁目７番35号
特定完全子会社の株式の帳簿価額 39,086百万円
当社の総資産額 93,984百万円

⑸　財産及び損益の状況の推移

（注）１．記載金額に消費税等は含まれておりません。
２．１株当たり当期純利益は、自己株式を控除した期中平均発行済株式総数により、１株当たり純資産

は、自己株式を控除した期末発行済株式総数により算出しております。

⑹　重要な子会社の状況

（注）当事業年度末日における特定完全子会社の状況は、次のとおりであります。
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主要な事業内容、主要な事業所及び店舗

⑺　主要な事業内容(2023年３月31日現在）
　当社グループは、当社及び子会社33社で構成されており、スポーツ用品・用具及び衣料を中
心とした一般小売事業を主たる事業としております。また、スポーツマーケティング事業、商品
開発事業、クレジットカード事業及びWEBサイト運営事業等を展開しております。
　各事業の内容は次のとおりであります。
①一般小売事業

（スポーツ事業）
ゼビオ株式会社 業態 スーパースポーツゼビオドーム
（子会社） スーパースポーツゼビオ

ゼビオスポーツ
ゼビオスポーツエクスプレス
PGA TOUR SUPERSTORE（ゴルフ専門店）
タケダスポーツ
ネクサス
スポーツエクスプレスネクサス

株式会社ヴィクトリア 業態 ヴィクトリア
（子会社） スーパースポーツヴィクトリア

ヴィクトリアゴルフ（ゴルフ専門店）
エルブレス（アウトドア専門店）

株式会社ゴルフパートナー 業態 ゴルフパートナー
（子会社） フェスティバルゴルフ

ダブルイーグル

（ファッション事業）
ゼビオ株式会社 業態 next（ネクスト）

X'tyle（エクスタイル）
ルーキーUSA

（その他）
ゼビオ株式会社 業態 X'tyle Vision（エクスタイル　ビジョン）

スポーツメガネ・サングラス専門店
Xiasis（ジアシス）

スポーツドラッグ専門店
パステル

ファンシー文具・雑貨専門店

－ 12 －
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主要な事業内容、主要な事業所及び店舗

②その他事業
クロススポーツマーケティング株式会社（子会社）

マーケティングエージェント事業等
ゼビオコミュニケーションネットワークス株式会社（子会社）

EC事業等
クロステックスポーツ株式会社（子会社）

海外窓口業務、R＆D業務事業等

本社 福島県郡山市朝日三丁目７番35号
        東京オフィス 東京都千代田区神田錦町３丁目20番地 錦町トラッドスクエア
　　②　子会社
      ゼビオ株式会社 福島県郡山市朝日三丁目７番35号

ｽｰﾊﾟｰｽﾎﾟｰﾂ
ｶﾝﾊﾟﾆｰ 福島県郡山市朝日三丁目７番35号

　店舗 465店舗
北海道 27店舗 青森県 10店舗 岩手県 7店舗 宮城県 14店舗
秋田県 8店舗 山形県 9店舗 福島県 31店舗 茨城県 19店舗
栃木県 8店舗 群馬県 4店舗 埼玉県 21店舗 千葉県 27店舗
東京都 24店舗 神奈川県 20店舗 新潟県 16店舗 富山県 6店舗
石川県 7店舗 福井県 2店舗 長野県 18店舗 岐阜県 3店舗
静岡県 9店舗 愛知県 16店舗 三重県 8店舗 滋賀県 3店舗
京都府 4店舗 大阪府 24店舗 兵庫県 16店舗 奈良県 3店舗
和歌山県 2店舗 島根県 4店舗 岡山県 4店舗 広島県 9店舗
山口県 2店舗 徳島県 4店舗 香川県 3店舗 愛媛県 5店舗
高知県 5店舗 福岡県 23店舗 佐賀県 2店舗 熊本県 8店舗
大分県 4店舗 長崎県 2店舗 宮崎県 6店舗 鹿児島県 4店舗
沖縄県 14店舗

⑻　主要な事業所及び店舗（2023年３月31日現在）
①　当社
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主要な事業内容、主要な事業所及び店舗

ﾈｸｻｽｶﾝﾊﾟﾆｰ 岩手県盛岡市みたけ２丁目８番40号
　店舗 29店舗

青森県 5店舗 岩手県 10店舗 宮城県 2店舗 秋田県 8店舗
山形県 4店舗

パステルカンパニー 福島県郡山市東原一丁目２番地
　店舗 32店舗

青森県 4店舗 岩手県 1店舗 秋田県 1店舗 福島県 6店舗
茨城県 5店舗 群馬県 1店舗 埼玉県 3店舗 千葉県 2店舗
東京都 3店舗 神奈川県 3店舗 山梨県 1店舗 静岡県 2店舗

株式会社ヴィクトリア 東京都千代田区神田小川町２丁目４番14号 フィールドクレストビル
　店舗 66店舗

埼玉県 12店舗 千葉県 1店舗 東京都 44店舗 神奈川県 9店舗

株式会社ゴルフパートナー 東京都千代田区神田錦町３丁目20番地 錦町トラッドスクエア
　直営店舗 239店舗

北海道 10店舗 青森県 2店舗 岩手県 4店舗 宮城県 1店舗
秋田県 3店舗 山形県 2店舗 福島県 7店舗 茨城県 11店舗
栃木県 2店舗 群馬県 5店舗 埼玉県 8店舗 千葉県 28店舗
東京都 37店舗 神奈川県 14店舗 新潟県 3店舗 石川県 3店舗
長野県 1店舗 岐阜県 1店舗 静岡県 3店舗 愛知県 13店舗
三重県 7店舗 滋賀県 1店舗 大阪府 19店舗 兵庫県 6店舗
奈良県 4店舗 和歌山県 2店舗 岡山県 2店舗 広島県 6店舗
山口県 4店舗 徳島県 1店舗 香川県 1店舗 愛媛県 1店舗
福岡県 10店舗 佐賀県 1店舗 熊本県 4店舗 大分県 2店舗
長崎県 2店舗 宮崎県 2店舗 鹿児島県 2店舗 沖縄県 4店舗

クロススポーツマーケティング
株 式 会 社 東京都千代田区神田錦町３丁目20番地 錦町トラッドスクエア

ゼビオコミュニケーションネット
ワ ー ク ス 株 式 会 社 東京都千代田区神田小川町三丁目４番２号 御茶ノ水三四ビル

クロステックスポーツ株式会社 福島県郡山市朝日三丁目７番35号

－ 14 －
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従業員の状況

従　業　員　数 前　期　末　比

2,501名 75名減

借 入 先 借 入 金 残 高

株式会社日本政策投資銀行 4,160百万円

株 式 会 社 東 邦 銀 行 （ 注 ） 450百万円

株 式 会 社 青 森 銀 行 （ 注 ） 450百万円

株式会社みちのく銀行（注） 450百万円

株 式 会 社 福 島 銀 行 （ 注 ） 180百万円

⑼　従業員の状況（2023年３月31日現在）

（注）１．従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループ
への出向者を含む。）であります。

２．上記従業員数には、パートタイマー及びアルバイト5,505名（１日実働８時間換算）は含んでおりま
せん。

⑽　主要な借入先の状況（2023年３月31日現在）

（注）これらの借入金は連結子会社によるノンリコースローンであり、当該ローンの返済は該当子会
社の保有資産の範囲内に限定されます。
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会社の株式に関する事項

⑴　発行可能株式総数 135,000,000株
⑵　発行済株式の総数 47,911,023株
⑶　株主数 41,785名

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率
株 ％

有 限 会 社 サ ン ビ ッ ク 8,252,605 18.7

公 益 財 団 法 人 諸 橋 近 代 美 術 館 4,500,000 10.2

有 限 会 社 テ ィ ー ・ テ ィ ー ・ シ ー 4,121,466 9.3

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（ 信 託 口 ） 3,643,800 8.2

株 式 会 社 日 本 カ ス ト デ ィ 銀 行
（ 信 託 口 ） 1,564,100 3.5

諸 橋 輝 子 1,392,364 3.1

諸 橋 友 良 1,173,850 2.7

諸 橋 寛 子 900,897 2.0

SSBTC　CLIENT　OMNIBUS　ACCOUNT 659,215 1.5

D F A 　 I N T L 　 S M A L L 　 C A P
V A L U E 　 P O R T F O L I O 631,103 1.4

２．会社の株式に関する事項（2023年３月31日現在）

⑷　大株主の状況

(注) １．当社は、自己株式3,700,307株を保有しており、上記の大株主から除外しております。また、持株比
率は自己株式を控除して計算しております。

　　　２．信託銀行の所有株式数には、信託業務に係る株式数が含まれております。
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会社役員に関する事項

氏 名 会社における地位 担当及び重要な兼職の状況

諸 橋 友 良 代 表 取 締 役 ゼ ビ オ 株 式 会 社  代 表 取 締 役

北 澤 　 猛 取 締 役 ク ロ ス テ ッ ク ス ポ ー ツ 株 式 会 社  監 査 役
G o l f  P a r t n e r  K o r e a  C o . , L t d .  監 事

谷 代 正 毅 取 締 役

石 綿 　 学 取 締 役
弁 護 士
森・濱田松本法律事務所パートナー弁護士
東京大学大学院法学政治学研究科 非常勤講師

太 田 道 彦 取 締 役 ユ ニ チ カ 株 式 会 社  社 外 取 締 役

岩 本 　 保 取 締 役 清 水 建 設 株 式 会 社  社 外 取 締 役

干 川 勇 一 常 勤 監 査 役 株 式 会 社 ヴ ィ ク ト リ ア 　 監 査 役

小 谷 野 　 幹 　 雄 監 査 役

公 認 会 計 士
小 谷 野 公 認 会 計 士 事 務 所 所 長
小 谷 野 税 理 士 法 人  代 表 社 員
株 式 会 社 ヴ ィ ク ト リ ア  社 外 監 査 役
日 本 シ ス テ ム ウ ェ ア 株 式 会 社  社 外 取 締 役 監 査 等 委 員

菅 野 　 仁 監 査 役

税 理 士
菅 野 税 理 士 事 務 所 所 長
ゼ ビ オ 株 式 会 社  社 外 監 査 役
福 島 信 用 金 庫  非 常 勤 理 事
有 限 会 社 コ ス モ 会 計  代 表 取 締 役
株式会社オフィスグリーンガーネット 代表取締役

３．会社役員に関する事項
⑴　取締役及び監査役の氏名等（2023年３月31日現在）

（注）１．取締役谷代正毅氏、石綿学氏、太田道彦氏、岩本保氏は、社外取締役であります。
２．監査役小谷野幹雄氏、菅野仁氏は、社外監査役であります。
３．取締役石綿学氏は弁護士の資格を有しており､法務に関する相当程度の知見を有するものであります｡
４．監査役小谷野幹雄氏は公認会計士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有す

るものであります。
５．監査役菅野仁氏は税理士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有するもので

あります。
６．当社は、取締役谷代正毅氏、太田道彦氏、岩本保氏を東京証券取引所が指定を義務付ける独立役員と

して指定し、同取引所に届け出ております。
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⑵　取締役及び監査役の報酬等の額
　①取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針
　当社は、2021年２月16日開催の取締役会において、取締役の個人別の報酬等の内容にかかる決
定方針を決議しております。
　また、取締役会は、当事業年度にかかる取締役の個人別の報酬等について、報酬等の内容の決定
方法及び決定された報酬等の内容が取締役会で決議された決定方針と整合していることや、人事・
報酬委員会からの答申が尊重されていることを確認しており、当該決定方針に沿うものであると判
断しております。
　取締役の個人別の報酬等の内容にかかる決定方針の内容は次のとおりです。

　ⅰ　基本方針
　当社の取締役の報酬は、企業価値の持続的な向上を図るインセンティブとして十分に機能するよ
う株主利益と連動した報酬体系とし、個々の取締役の報酬の決定に際しては、各職責を踏まえた適
正な水準とすることを基本方針とする。具体的には、業務執行取締役の報酬は、固定報酬としての
基本報酬、業績連動報酬等及び株式報酬により構成し、監督機能を担う社外取締役については、そ
の職務に鑑み、基本報酬のみを支払うこととする。
　ⅱ　基本報酬の個人別の報酬等の額の決定に関する方針(報酬等を与える時期または条件の決定
に関する方針を含む。)
　当社の業務執行取締役の基本報酬は、月例の固定報酬とし、役位、職責、在任年数に応じて、当
社の業績、従業員給与の水準、加えて市場水準等をも考慮しながら、総合的に勘案して決定するも
のとする。社外取締役の基本報酬は、月例の固定報酬とし、市場水準等を考慮しながら、総合的に
勘案して決定するものとする。
　ⅲ　業績連動報酬等ならびに非金銭報酬等の内容及び額または数の算定方法の決定に関する方針
（報酬等を与える時期または条件の決定に関する方針を含む。）
　業績連動報酬等は、事業年度ごとの業績の状況及び各取締役の業績への貢献度に応じて算出され
た額を賞与として毎年、一定の時期に支給する。目標となる業績指標とその値は、適宜、環境の変
化に応じて人事・報酬委員会の答申を踏まえた見直しを行うものとする。非金銭報酬等は、取締役
の報酬と当社業績及び株式価値との連動性を一層明確にし、中長期的な業績向上と企業価値向上へ
の貢献意欲や士気を一層高めることを目的とした、株式報酬型ストックオプションとし、株式報酬
型ストックオプションの総額は、2010年６月開催の第38回定時株主総会で決議された割当上限の
範囲内とし、各取締役への割当個数は、当該取締役の役位等を勘案して決定し、一定の時期に新株

－ 18 －
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予約権として割当てるものとする。なお、新株予約権者は当社の取締役、監査役、執行役員のいず
れの地位をも喪失した日の翌日から10日以内に限り新株予約権を行使することができるものとす
る。
　ⅳ　金銭報酬の額、業績連動報酬等の額または非金銭報酬等の額の取締役の個人別の報酬等の額
に対する割合の決定に関する方針
　業務執行取締役の種類別の報酬割合については、職責や社内社外の別に応じて、より健全かつ効
果的なインセンティブの設定とするために、外部専門機関の調査データなどを活用しながら、人
事・報酬委員会において検討を行う。代表取締役社長は人事・報酬委員会の答申内容を尊重し、当
該答申で示された種類別の報酬割合の範囲内で取締役の個人別の報酬等の内容を決定することとす
る。なお、報酬等の種類ごとの比率の目安は、基本報酬:業績連動報酬等:非金銭報酬等＝60:20:20
とする（業績連動報酬等及び非金銭報酬等が基準報酬額であるときを前提として算出しており、当
該比率は変動することがある）。
　ⅴ　取締役の個人別の報酬等の内容についての決定に関する事項
　個人別の報酬額については取締役会決議にもとづき、当社全体の業績を俯瞰しつつ各取締役の担
当事業の評価を行うことに最も適した代表取締役社長がその具体的内容について委任を受けるもの
とし、その権限の内容は、各取締役の基本報酬の額及び各取締役の担当事業の業績を踏まえた賞与
の評価配分とする。取締役会は、当該権限が代表取締役社長によって適切に行使されるよう、人
事・報酬委員会に原案を諮問し答申を得るものとし、上記の委任を受けた代表取締役社長は、当該
答申の内容に従って決定をしなければならないこととする。なお、株式報酬は、人事・報酬委員会
の答申を踏まえ、取締役会で取締役個人別の割当株式数を決議する。

－ 19 －
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区 分 報酬等の総額
報酬等の種類別の総額 対象となる役員

の員数（名）基本報酬 業績連動報酬等 非金銭報酬等
取締役

（うち社外取締役）
123百万円

（24百万円）
84百万円

（24百万円）
17百万円

（－百万円）
22百万円

（－百万円）
6名

（4名）
監査役

（うち社外監査役）
12百万円

（6百万円）
12百万円

（6百万円）
－百万円

（－百万円）
－百万円

（－百万円）
3名

（2名）

　②当事業年度に係る報酬等の総額等

（注）1．業績連動報酬等にかかる指標は、事業年度ごとの業績及び業績への貢献度であり、また、当該指標を
選定した理由は、小売業を中心とした当社グループは、環境変化に対して対応の早さを重要視し、指
標に対しての結果だけではなく、変化対応のための数字に表れない貢献度も重要と考えております。
業績連動報酬等の額の算定方法は、各事業年度の業績の達成度合いをベースに貢献度を考慮し賞与と
して毎年、一定の時期に支給することとしております。

2．非金銭報酬等の内容は、当事業年度におけるストックオプション報酬額であります。
3．取締役の報酬限度額は、2015年６月26日開催の定時株主総会において年額300百万円以内（ただ

し、使用人分給与は含まない。）と決議をいただいております。当該株主総会終結時点の取締役は、
6名（うち社外取締役4名）です。
また、金銭報酬とは別枠で2010年６月29日開催の定時株主総会において、株式報酬の額として年額
50百万円以内、株式数の上限を年27,000株以内（社外取締役は付与対象外）、2021年６月29日開
催の定時株主総会において、株式数を年30,000株以内（社外取締役は付与対象外）と決議しており
ます。当該株主総会終結時点の取締役（社外取締役を除く）は２名です。

4．監査役の報酬限度額は、2005年６月29日開催の定時株主総会において年額30百万円以内と決議をい
ただいております。当該株主総会終結時点の監査役は３名です。

5．取締役会は、代表取締役諸橋友良氏に対し各取締役の基本報酬の額及び社外取締役を除く各取締役の
担当部門の業績等を踏まえた賞与の評価配分の決定を委任しております。委任した理由は、当社全体
の業績等を勘案しつつ各取締役の担当部門について評価を行うには代表取締役が適していると判断し
たためであります。なお、委任された内容の決定にあたっては、事前に人事・報酬委員会がその妥当
性等について確認しております。

6．上記のほか、社外監査役が当社の子会社から当期中に受けた役員報酬等の総額は２百万円です。

⑶　社外役員に関する事項
　　①他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係
　　・取締役石綿学氏は、森・濱田松本法律事務所パートナー弁護士及び東京大学大学院法学政治
　　　学研究科の非常勤講師を兼務しております。当社と各兼職先との間には特別な関係はありま
　　　せん。

－ 20 －



招
集
ご
通
知

連
結
計
算
書
類
／
監
査
報
告

計
算
書
類
／
監
査
報
告

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

2023/05/31 13:53:35 / 22946771_ゼビオホールディングス株式会社_招集通知_電子提供措置用

会社役員に関する事項

　　・取締役太田道彦氏は、ユニチカ株式会社の社外取締役を兼務しております。当社と兼職先と
の間には特別な関係はありません。

　　・取締役岩本保氏は、清水建設株式会社の社外取締役を兼務しております。当社と兼職先との
間には特別な関係はありません。

　　・監査役小谷野幹雄氏は、小谷野公認会計士事務所所長、小谷野税理士法人代表社員、子会社
株式会社ヴィクトリアの社外監査役及び日本システムウェア株式会社の社外取締役監査等委
員を兼務しております。子会社を除き、当社と各兼職先との間には特別な関係はありませ
ん。

　　・監査役菅野仁氏は、菅野税理士事務所所長、子会社ゼビオ株式会社の社外監査役、福島信用
金庫の非常勤理事、有限会社コスモ会計の代表取締役及び株式会社オフィスグリーンガーネ
ットの代表取締役を兼務しております。子会社を除き、当社と各兼職先との間には特別な関
係はありません。

　　②当事業年度における主な活動状況
・取締役谷代正毅氏は当期開催の取締役会28回に出席（出席率100％）いたしました。
　銀行での職務経験、海外勤務経験が豊富で金融、財務・会計に関する専門知識を有してお

り、当該視点から監督機能を果たしていただくことを期待しておりましたが、当社取締役会
において当該視点から積極的な発言をいただくなど、当社の社外取締役として業務執行に対
する監督、助言等適切な役割を果たしていただいております。

・取締役石綿学氏は当期開催の取締役会28回に出席（出席率100％）いたしました。
　弁護士として企業法務に関する幅広い専門知識を有しており、当該視点から監督機能を果た

していただくことを期待しておりましたが、当社取締役会において当該視点から積極的な発
言をいただくなど、当社の社外取締役として業務執行に対する監督、助言等適切な役割を果
たしていただいております。

・取締役太田道彦氏は当期開催の取締役会28回に出席（出席率100％）いたしました。
　総合商社で培ってきた国内外での幅広い知識、経験から、グローバル経営に関する専門知識

を有しており、当該視点から監督機能を果たしていただくことを期待しておりましたが、当
社取締役会において当該視点から積極的な発言をいただくなど、当社の社外取締役として業
務執行に対する監督、助言等適切な役割を果たしていただいております。

－ 21 －
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・取締役岩本保氏は当期開催の取締役会27回に出席（出席率96％）いたしました。
　企業経営者として培ってきた国内外での幅広い知識、経験から、経営管理に関する専門知識

を有しており、当該視点から監督機能を果たしていただくことを期待しておりましたが、当
社取締役会において当該視点から積極的な発言をいただくなど、当社の社外取締役として業
務執行に対する監督、助言等適切な役割を果たしていただいております。

・監査役小谷野幹雄氏は当期開催の取締役会28回に出席（出席率100％）し、また、監査役会
17回に出席（出席率100％）いたしました。

　公認会計士としての専門的見地から、取締役会の意思決定の妥当性、適正性を確保するため
の発言を行っております。また、監査役会において、適宜必要な発言を行っております。

・監査役菅野仁氏は当期開催の取締役会28回に出席（出席率100％）し、また、監査役会16
回に出席（出席率94％）いたしました。

　税理士としての専門的見地から、取締役会の意思決定の妥当性、適正性を確保するための発
言を行っております。また、監査役会において、適宜必要な発言を行っております。

⑷　責任限定契約の内容の概要
　当社と各社外取締役ならびに各監査役との間では、会社法第427条第１項の規定に基づき、
同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損
害賠償責任の限度額は、法令の定める最低責任限度額としております。

⑸　役員等賠償責任保険契約の内容の概要
　当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で
締結しております。当該保険契約の被保険者の範囲は当社及び子会社の取締役、監査役であ
り、被保険者は保険料を負担しておりません。当該保険契約により被保険者が株主や第三者か
ら損害賠償請求を提起された場合において、被保険者が負担することになる損害賠償金、訴訟
費用等の損害を当該保険契約により填補することとしております。なお、被保険者の職務執行
に関して悪意または重大な過失があった事に起因する場合、もしくは当該契約において保険会
社が免責されるべき事由として規定されている事由のある場合には保険が適用されないことと
するなど、会社役員の職務の執行の適正性が損なわれないようにするための措置を講じており
ます。

－ 22 －
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支払額

当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 57百万円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益
の合計額 82百万円

４．会計監査人の状況
⑴　会計監査人の名称

　　有限責任監査法人トーマツ

⑵　当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の
監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る会計監
査人としての報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２．監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積りの算出根拠等が
適切であるかどうかについて必要な検証を行ったうえで、会計監査人の報酬等の額について同意の判
断をいたしました。

３．当社の一部の連結子会社は、当社会計監査人以外の公認会計士又は監査法人の監査を受けておりま
す。

⑶　非監査業務の内容
　当社は、会計監査人に対して、公認会計士法第２条第１項の業務以外に、「決算効率化に関す
る助言業務」について対価を支払っております。

⑷　会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合には、監査
役会は監査役全員の同意に基づき会計監査人の解任を決定いたします。
　また、会計監査人が職務を適切に遂行することが困難と認められる場合には、監査役会規程に
則り会計監査人の解任または不再任に関する議案を株主総会に提案することといたしますが、そ
の内容は監査役会が決定いたします。

（注）本事業報告中の記載金額は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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連結貸借対照表

（2023年３月31日現在）
（単位　百万円）

資 産 の 部 負 債 の 部
科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受 取 手 形 及 び 売 掛 金
営 業 貸 付 金
商 品
未 収 還 付 法 人 税 等
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物 及 び 構 築 物
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定
そ の 他

無 形 固 定 資 産
の れ ん
ソ フ ト ウ エ ア
そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
長 期 貸 付 金
繰 延 税 金 資 産
差 入 保 証 金
敷 金
投 資 不 動 産
退 職 給 付 に 係 る 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金　

145,805
32,890
23,414

878
80,714

157
8,188
△438

65,494
35,385
13,885
13,984
4,238
291

2,985
6,784
330

3,831
2,622

23,325
953
12

4,574
1,465

14,013
1,831
103
539

△168　

流 動 負 債 72,177
支 払 手 形 及 び 買 掛 金 23,429
電 子 記 録 債 務 29,032
短 期 借 入 金 800
1年内返済予定の長期借入金 1,840
未 払 法 人 税 等 1,521
賞 与 引 当 金 1,299
役 員 賞 与 引 当 金 15
ポ イ ン ト 引 当 金 78
そ の 他 14,160

固 定 負 債 16,555
長 期 借 入 金 4,772
リ ー ス 債 務 5,222
退 職 給 付 に 係 る 負 債 862
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 59
資 産 除 去 債 務 4,768
そ の 他 870

負 債 合 計 88,732
純 資 産 の 部

株 主 資 本 122,056
資 本 金 15,935
資 本 剰 余 金 16,119
利 益 剰 余 金 96,499
自 己 株 式 △6,498

その他の包括利益累計額 △32
その他有価証券評価差額金 185
為 替 換 算 調 整 勘 定 197
退職給付に係る調整累計額 △415

新 株 予 約 権 341
非 支 配 株 主 持 分 202
純 資 産 合 計 122,567

資 産 合 計 211,300 負 債 純 資 産 合 計 211,300

連 結 貸 借 対 照 表

－ 24 －



招
集
ご
通
知

事
業
報
告

計
算
書
類
／
監
査
報
告

株
主
総
会
参
考
書
類

連
結
計
算
書
類
／
監
査
報
告

2023/05/31 13:53:35 / 22946771_ゼビオホールディングス株式会社_招集通知_電子提供措置用

連結損益計算書

(2022年 4 月 1 日から
2023年 3 月31日まで)

（単位　百万円）
科　　目 金　　額

売上高 239,293
売上原価 147,519

売上総利益 91,773
販売費及び一般管理費 83,446

営業利益 8,327
営業外収益

受取利息 76
受取配当金 11
不動産賃貸料 717
為替差益 323
業務受託料 321
助成金収入 114
その他 365 1,931

営業外費用
支払利息 64
不動産賃貸費用 451
業務受託費用 343
その他 157 1,016

経常利益 9,242
特別利益

固定資産売却益 5
受取保険金 173
受取移転補償金 143
受取和解金 72
新株予約権戻入益 135
預り保証金解約益 9 538

特別損失
固定資産除却損 122
固定資産売却損 0
減損損失 655
事業整理損 49
賃貸借契約解約損 116 944

税金等調整前当期純利益 8,836
法人税、住民税及び事業税 3,032
法人税等調整額 209 3,241
当期純利益 5,594
非支配株主に帰属する当期純利益 196
親会社株主に帰属する当期純利益 5,397

連 結 損 益 計 算 書
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 鈴　木　登樹男

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 外 賀 友 明

独立監査人の監査報告書
2023年5月29日

ゼビオホールディングス株　式　会　社
取　　締　　役　　会　御中

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ
　 東 京 事 務 所

　監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第4項の規定に基づき、ゼビオホールディングス株式会社の2022年4月1日から
2023年3月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資
本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
て、ゼビオホールディングス株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及
び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。
監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準
における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人
は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人とし
てのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入
手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示
することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用におけ
る取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はそ
の他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他
の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討する
こと、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うこと
にある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実
を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成

連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書　謄　本
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書

し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正
に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切で
あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関す
る事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視すること
にある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な
虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対す
る意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計する
と、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断され
る。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専
門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した
監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎
となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統
制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの
合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査
証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が
認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告
書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の
注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。
監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企
業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結
計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・　連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監
査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監
査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内
部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報
告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守した
こと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するため
にセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関
係はない。

以　上
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貸借対照表

（2023年３月31日現在）
（単位　百万円）

資 産 の 部 負 債 の 部
科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
電 子 記 録 債 権
関 係 会 社 短 期 貸 付 金
前 払 費 用
未 収 金
リ ー ス 投 資 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金
固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
構 築 物
工 具 、 器 具 及 び 備 品
土 地
建 設 仮 勘 定
リ ー ス 資 産
そ の 他
無 形 固 定 資 産
ソ フ ト ウ エ ア
そ の 他
投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
関 係 会 社 出 資 金
リ ー ス 投 資 資 産
関 係 会 社 長 期 貸 付 金
前 払 年 金 費 用
繰 延 税 金 資 産
差 入 保 証 金
敷 金
投 資 不 動 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金　

44,383
12,460
1,764

27,280
408

2,418
36
18
△2

78,349
17,649
6,377
133
27

7,836
171

3,103
0

2,065
2,065

0
58,634

677
51,531

759
27

1,230
7

2,324
3

1,252
1,796

93
△1,069　

流 動 負 債 3,530
1年内返済予定の長期借入金 1,680
未 払 金 584
未 払 法 人 税 等 427
前 受 収 益 245
賞 与 引 当 金 6
役 員 賞 与 引 当 金 15
そ の 他 571
固 定 負 債 6,822
長 期 借 入 金 2,480
リ ー ス 債 務 2,823
退 職 給 付 引 当 金 9
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 59
投 資 損 失 引 当 金 514
預 り 保 証 金 77
資 産 除 去 債 務 758
そ の 他 100
負 債 合 計 10,352

純 資 産 の 部
株 主 資 本 111,853
資 本 金 15,935
資 本 剰 余 金 16,167
資 本 準 備 金 15,907
そ の 他 資 本 剰 余 金 259
利 益 剰 余 金 86,249
利 益 準 備 金 802
そ の 他 利 益 剰 余 金 85,447
別 途 積 立 金 72,050
繰 越 利 益 剰 余 金 13,397

自 己 株 式 △6,498
評 価 ・ 換 算 差 額 等 185
その他有価証券評価差額金 185
新 株 予 約 権 341
純 資 産 合 計 112,380

資 産 合 計 122,733 負 債 純 資 産 合 計 122,733

貸　借　対　照　表
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損益計算書

(2022年 4 月 1 日から
2023年 3 月31日まで)

（単位　百万円）
科　　目 金　　額

営業収益 10,081
営業費用 6,445

営業利益 3,635
営業外収益

受取利息 281
受取配当金 11
為替差益 409
不動産賃貸料 304
その他 8 1,016
営業外費用

支払利息 25
不動産賃貸費用 166
その他 0 190
経常利益 4,461

特別利益
固定資産売却益 2
受取保険金 9
受取和解金 72
投資損失引当金戻入益 344
新株予約権戻入益 135 563
特別損失

固定資産除却損 52
貸倒引当金繰入額 407
関係会社株式評価損 1 461
税引前当期純利益 4,563
法人税、住民税及び事業税 876
法人税等調整額 △114 762
当期純利益 3,801

損　益　計　算　書
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会計監査人の監査報告書

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 鈴　木　登樹男

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 外 賀 友 明

独立監査人の監査報告書
2023年5月29日

ゼビオホールディングス株　式　会　社
取　　締　　役　　会　御中

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ
　 東 京 事 務 所

　監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第2項第1号の規定に基づき、ゼビオホールディングス株式会社の2022年4月1
日から2023年3月31日までの第51期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変
動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
て、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認
める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準
における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、
我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上
の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断してい
る。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示
することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用におけ
る取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその
他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の
記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討するこ
と、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことに
ある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実
を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

会計監査人の監査報告書　謄　本
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会計監査人の監査報告書

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し
適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表
示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切である
かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事
項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視すること
にある。

計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚
偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意
見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計
算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専
門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した
監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎
となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、
リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を
検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの
合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証
拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認
められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書
において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事
項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の
結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続
企業として存続できなくなる可能性がある。

・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
ているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類
等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内
部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報
告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守した
こと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するため
にセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監　査　報　告　書

　当監査役会は、２０２２年４月１日から２０２３年３月３１日までの第５１期事業年度の取締役の職務の執行に関して、
各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１．監査の方法およびその内容
（１）監査役会は、監査の方針、監査計画等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受けるほか、

取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました｡
（２）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締役、内部監査

室その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実
施しました。
①　取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応
じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしまし
た。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社
から事業の報告を受けました。

②　事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株式会
社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第１００条第1
項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制
システム）ついて、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説
明を求め、意見を表明いたしました。

③　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人
からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行
が適正に行われることを確保するための体制」(会社計算規則第１３１条各号に掲げる事項)を「監査に関する品質管
理基準」（２０２１年１１月１６日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を
求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主
資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結
株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討しました。

監査役会の監査報告書　謄　本
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２．監査の結果
（１）事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関する事
業報告の記載内容および取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

（２）計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（３）連結計算書類の監査結果
　会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

２０２３年５月29日

ゼビオホールディングス株式会社　監査役会

常勤監査役 干 　 川 　 勇 　 一 ㊞
社外監査役 小 谷 野 　 幹 　 雄 ㊞
社外監査役 菅 　 野 　 　 仁 ㊞

　
以　上
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取締役選任議案

候補者
番　号

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略歴、重要な兼職の状況
当社における地位及び担当

所有する当社
株 式 の 数

1
もろ

諸
 

　
はし

橋
 

　
とも

友
 

　
よし

良
（1964年８月28日）

    1994年    12月 当社入社
    2000年    5 月 当社執行役員営業本部スポーツ事業部副部

長
    2000年    6 月 当社取締役・執行役員営業本部スポーツ事

業部副部長
    2001年    10月 当社取締役スポーツ事業部部長
    2002年    7 月 当社常務取締役営業本部長
    2003年    2 月 当社代表取締役（現任）

1,173,850株

［重要な兼職の状況］
ゼビオ株式会社代表取締役

2
きた

北
 

　
ざわ

澤
 

　
 

　
 

　
たけし

猛
（1950年11月４日）

    1974年    4 月 株式会社トーメン入社
    2000年    4 月 上海トーメン社社長
    2004年    4 月 株式会社トーメン繊維素材部長
    2005年    1 月 同社繊維原料部長
    2008年    4 月 当社執行役員人材開発部門長兼人事担当役

員補佐
    2008年    6 月 当社取締役（現任）

0株

［重要な兼職の状況］
クロステックスポーツ株式会社監査役
Golf Partner Korea Co.,Ltd.監事

3
や

谷
 

　
しろ

代
 

　
まさ

正
 

　
たけ

毅
（1943年12月11日）

    1967年    4 月 株式会社日本興業銀行入行
    1993年    6 月 同行ロサンゼルス支店長
    1996年    6 月 同行常任監査役
    1999年    6 月 同行常務執行役員
    2002年    4 月 ユーシーカード株式会社代表取締役副社長
    2004年    6 月 富士重工業株式会社常勤監査役
    2006年    6 月 当社社外取締役（現任）

0株

［重要な兼職の状況］
該当事項はありません。

株主総会参考書類
議案及び参考事項
第１号議案　取締役６名選任の件

　取締役全員（６名）は、本総会終結の時をもって任期満了となります。
　つきましては、取締役６名の選任をお願いするものであります。
　取締役候補者は、次のとおりであります。

－ 34 －
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取締役選任議案

候補者
番　号

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略歴、重要な兼職の状況
当社における地位及び担当

所有する当社
株 式 の 数

4
いし

石
 

　
わた

綿
 

　
 

　
 

　
がく

学
（1970年11月16日）

    1997年    4 月 弁護士登録（第二東京弁護士会）
    1997年    4 月 森綜合法律事務所（現　森・濱田松本法律

事務所）入所
    2008年    6 月 当社社外取締役（現任）

0株
［重要な兼職の状況］
弁護士
森・濱田松本法律事務所パートナー弁護士
東京大学大学院法学政治学研究科非常勤講師

5
いわ

岩
 

　
もと

本
 

　
 

　
 

　
たもつ

保
（1950年９月25日）

    1974年    4 月 味の素株式会社入社
    2001年    7 月 ベトナム味の素社社長
    2005年    6 月 味の素株式会社執行役員人事部長
    2009年    6 月 同社取締役常務執行役員
    2011年    6 月 同社取締役専務執行役員
    2015年    6 月 同社代表取締役副社長執行役員
    2017年    6 月 同社常任顧問

2021年    6 月 当社社外取締役（現任）

1,000株

［重要な兼職の状況］
清水建設株式会社社外取締役

6
すみ

住
 

　
だ

田
 

　
とも

智
 

　
こ

子
（1974年１月22日）

    2001年    4 月 フューチャーシステムコンサルティング入
社

    2010年    1 月 フューチャーアーキテクト株式会社マネジ
ャー

    2011年    1 月 外務省出向在デンマーク日本大使館二等・
一等書記官

    2015年    6 月 株式会社H3設立代表取締役（現任）
    2016年    4 月 フューチャー株式会社執行役員（現任）
    2017年    4 月 コードキャンプ株式会社取締役（現任）
    2018年    12月 ライブリッツ株式会社取締役（現任）
    2019年    7 月 国際IT財団理事（現任）
    2019年    10月 株式会社世界市場取締役（現任）
    2022年    11月 デジタル庁シニアエキスパート（現任）

0株

［重要な兼職の状況］
フューチャー株式会社執行役員
デジタル庁シニアエキスパート

(注) １．各取締役候補者と当社との間には特別の利害関係はございません。
２．谷代正毅氏、石綿学氏、岩本保氏、住田智子氏は社外取締役候補者であります。

当社は谷代正毅氏、岩本保氏、住田智子氏を東京証券取引所が指定を義務付ける一般株主と利益相反
が生じるおそれのない独立役員として同取引所に届け出ております。
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３．取締役候補者の選任理由及び期待される役割の概要
諸橋友良氏につきましては、経営者として豊富な経験と幅広い見識を有し、これまで当社代表取締
役としてリーダーシップを発揮するとともに、当社における様々な職務経験は当社グループの重要
事項の決定及び職務執行の監督等に十分な役割を果たしていただけると期待しております。また、
同氏の当社代表取締役就任期間は、本総会終結の時をもって20年間であります。
北澤猛氏につきましては、商社での職務経験を通じ幅広い見識を有すとともに、当社において人事
改革・人材開発担当執行役員を経験するなど、当社グループの重要事項の決定及び職務執行の監督
等に十分な役割を果たしていただけると期待しております。また、同氏の当社取締役就任期間は、
本総会終結の時をもって15年間であります。
谷代正毅氏につきましては、銀行での職務経験を通じ幅広い見識を有すとともに、これまで培って
きた知識、経験等を当社の財務面に活かしていただけるものと期待しております。また、同氏の当
社社外取締役就任期間は、本総会終結の時をもって17年間であります。
石綿学氏につきましては、弁護士の資格を有しており、これまでの経験、知識等を当社の内部統制
面をはじめ、法務面に活かしていただけるものと期待しております。なお、同氏は、過去に社外役
員となること以外の方法で会社の経営に関与した経験はありませんが、上記の理由により社外取締
役としての職務を適切に遂行いただけるものと判断しております。また、同氏の当社社外取締役就
任期間は、本総会終結の時をもって15年間であります。
岩本保氏につきましては、企業経営者としての豊富な経験と幅広い知識に基づき、経営の監督と経
営全般への助言など社外取締役に求められる役割・責務を発揮していただけるものと期待しており
ます。また、同氏の当社社外取締役就任期間は、本総会終結の時をもって２年間であります。
住田智子氏につきましては、企業の役員として豊富な経験と幅広い知識に基づき、IT分野に関する
高度な見識など社外取締役に求められる役割・責務を発揮していただけるものと期待しておりま
す。また、同氏は新任の社外取締役候補者であります。

４．社外取締役との責任限定契約について
当社は、社外取締役として有用な人材を迎えることができるよう、定款において、取締役（業務執
行取締役等であるものを除く）との間で、当社への損害賠償責任を一定の範囲に限定する契約を締
結できる旨を定めております。これにより当社は、谷代正毅氏、石綿学氏、岩本保氏との間で、当
該責任限定契約を締結しております。
その契約内容の概要は次のとおりであります。
・社外取締役が任務を怠ったことによって当社に損害賠償責任を負う場合は、法令に定める最低責
任限度額を限度としてその責任を負う。
・上記の責任限定が認められるのは、当該社外取締役が責任の原因となった職務の遂行について善
意かつ重大な過失がないときに限るものとする。
なお、谷代正毅氏、石綿学氏、岩本保氏の再任及び住田智子氏の選任が承認可決された場合、同契
約を締結する予定であります。

５．役員等賠償責任保険契約の締結について
当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結
し、株主や第三者等から損害賠償請求を提起された場合において、被保険者が負担することになる
損害賠償金・訴訟費用等の損害を当該保険契約により填補することとしております。なお、各候補
者が取締役に選任され就任した場合は、当該保険契約の被保険者となります。また、当該保険契約
は次回更新時においても同内容での更新を予定しております。

－ 36 －



招
集
ご
通
知

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類
／
監
査
報
告

計
算
書
類
／
監
査
報
告

株
主
総
会
参
考
書
類

2023/05/31 13:53:35 / 22946771_ゼビオホールディングス株式会社_招集通知_電子提供措置用

監査役選任議案

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略歴、重要な兼職の状況
当社における地位

所有する当社株
式 の 数

こ

小
 

　
や

谷
 

　
の

野　
 

　
みき

幹
 

　
お

雄
（1961年６月20日）

    1985年    4 月 大和証券株式会社入社
    1988年    8 月 公認会計士登録
    1996年    8 月 大和証券株式会社退社
    1996年    9 月 小谷野公認会計士事務所開業
    2000年    6 月 当社監査役（現任）

0株［重要な兼職の状況］
公認会計士
小谷野公認会計士事務所所長
小谷野税理士法人代表社員
株式会社ヴィクトリア社外監査役
日本システムウェア株式会社社外取締役監査等委員

第２号議案　監査役１名選任の件
　監査役小谷野幹雄氏は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、監査役１名の選
任をお願いするものであります。
　なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。

(注) １．候補者と当社との間には特別の利害関係はございません。
２．監査役候補者小谷野幹雄氏は社外監査役候補者であります。
３．社外監査役候補者の選任理由

小谷野幹雄氏につきましては、公認会計士としての専門的知識と豊富な経験を持ち、業務監査、会
計監査の双方においてより客観的で精度の高い監査が期待できるため、社外監査役として選任をお
願いするものであります。また、同氏の当社社外監査役就任期間は、本総会終結の時をもって23年
間であります。

４．社外監査役との責任限定契約について
当社は、社外監査役として有用な人材を迎えることができるよう、定款において、社外監査役との
間で、当社への損害賠償責任を一定の範囲に限定する契約を締結できる旨を定めております。これ
により社外監査役候補者である小谷野幹雄氏との間で、当該責任限定契約を締結しております。
その契約内容の概要は次のとおりであります。
・社外監査役が任務を怠ったことによって当社に損害賠償責任を負う場合は、法令に定める最低責
任限度額を限度としてその責任を負う。
・上記の責任限定が認められるのは、当該社外監査役が責任の原因となった職務の遂行について善
意かつ重大な過失がないときに限るものとする。
なお、小谷野幹雄氏の再任が承認可決された場合、同契約を締結する予定であります。

５．役員等賠償責任保険契約の締結について
当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結
し、株主や第三者等から損害賠償請求を提起された場合において、被保険者が負担することになる
損害賠償金・訴訟費用等の損害を当該保険契約により填補することとしております。なお、小谷野
幹雄氏の再任が承認可決された場合、当該保険契約の被保険者となります。また、当該保険契約は
次回更新時においても同内容での更新を予定しております。
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第３号議案　ストックオプションとして新株予約権を発行する件
　会社法第236条、第238条及び第239条の規定に基づき、次の要領により、当社及び連結子
会社の取締役、執行役員及び従業員に対し、特に有利な条件をもって新株予約権を発行するこ
と、及び募集事項の決定を当社取締役会に委任することのご承認をお願いするものです。
　なお、当社取締役に対する本新株予約権の発行は、取締役に対する金銭ではない報酬に該当
し、またその額も確定していないため、報酬として割当てる新株予約権の算定方法も合わせて
ご承認をお願いするものです。
　ストックオプションとしての新株予約権は当社グループの業績向上及び企業価値増大に対す
る意欲や士気を高めること等を目的としております。ストックオプションとしての新株予約権
に関する報酬等の額は、取締役（社外取締役を除く）については、会社業績及び当社における
業績執行等の状況・貢献度等を基準として決定し、割当日においてブラックショールズモデル
を用いて算定する新株予約権１個あたりの公正価額に、割り当てる新株予約権の個数を乗じて
算定いたします。
　上記に鑑み、当社は、ストックオプションとしての新株予約権に関する報酬等の額及びその
具体的な内容並びに取締役の報酬等の内容は相当なものであると考えております。
　なお、第１号議案をご承認いただきますと、本新株予約権の割当てを受けることになる当社
取締役は２名（社外取締役４名は除く。）となります。

　新株予約権の内容は以下のとおりです。
１．特に有利な条件で新株予約権を発行することを必要とする理由
　当社グループの業績向上や企業価値の増大、株主重視の経営意識を高めるためのインセン
ティブを与えることを目的として、次の要領により新株予約権を発行するものです。

２．新株予約権発行の要領
⑴　新株予約権の割当てを受ける者
　当社及び連結子会社の取締役、執行役員、従業員
⑵　新株予約権の目的となる株式の種類及び数
　新株予約権の目的である株式の種類は当社普通株式とする。
　新株予約権１個当たりの目的である株式の数（以下「付与株式数」という。）は100株と
する。
　ただし、新株予約権を割当てる日（以下、「割当日」という。）以降、当社が当社普通株
式につき、株式分割（当社普通株式の株式無償割当てを含む。以下、株式分割の記載につき
同じ。）または株式併合を行う場合は次の算式により付与株式数を調整するものとする。た
だし、かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的で
ある株式の数について行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨
てるものとする。
調整後付与株式数＝調整前付与株式数×株式分割・株式併合の比率
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　調整後付与株式数は、株式分割の場合は、当該株式分割の基準日の翌日（基準日を定めな
いときは、その効力発生日）以降、株式併合の場合は、その効力発生日以降、これを適用す
る。
　ただし、剰余金の額を減少して資本金または準備金を増加する議案が当社株主総会におい
て承認されることを条件として株式分割が行われる場合で、当該株主総会の終結の日以前の
日を株式分割のための基準日とする場合は、調整後付与株式数は、当該株主総会の終結の日
の翌日以降これを適用する。
　また、上記の他、割当日後、当社が合併、会社分割または株式交換を行う場合及びその他
これらの場合に準じて付与株式数の調整を必要とする場合、当社は、当社取締役会において
必要と認める付与株式数の調整を行うことができる。
　新株予約権を行使することにより交付を受けることができる株式の総数は、普通株式
300,000株を上限とする。
　ただし、付与株式数が調整される場合には、調整後付与株式数に発行する新株予約権の総
数を乗じた数に調整されるものとする。
⑶　新株予約権の数
　3,000個を発行する新株予約権の上限とする。なお、従来のストックオプションとしての
新株予約権の付与の状況、その他の諸般の事情を考慮して、当社取締役への新株予約権の割
当数は、300個を上限とする。
⑷　新株予約権と引換えに払込む金額
　新株予約権と引換えに金銭の払込みを要しないものとする。
⑸　各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額
　新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、新株予約権の行使により交付を受け
ることができる株式１株当たりの払込金額（以下「行使価額」という。）に当該新株予約権
に係る付与株式数を乗じた金額とする。
　行使価額は、割当日の属する月の前月の各日（取引が成立しない日を除く。）の東京証券
取引所における当社普通株式の普通取引の終値（以下「終値」という。）の平均値に1.03
を乗じた金額とし、１円未満の端数は切り上げる。ただし、その金額が割当日の終値（当日
に終値がない場合は、それに先立つ直近日の終値。）を下回る場合は、割当日の終値とす
る。なお、割当日後、当社が当社普通株式につき株式分割または株式併合を行う場合には、
次の算式により行使価額を調整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。
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調整後行使価額＝調整前行使価額×
１

分割・併合の比率

既発行
株式数＋

新規発行
株 式 数×１株当たり

払 込 金 額

調整後
行使価額 ＝調整前

行使価額 ×
時　価

既発行株式数＋新規発行株式数

　また、割当日後、当社が当社普通株式につき、時価を下回る価額で新株を発行または自己
株式の処分を行う場合（新株予約権の行使により新株式を発行する場合を除く。）は、次の
算式により行使価額を調整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

　なお、上記の算式において、「既発行株式数」とは、当社普通株式に係る発行済株式の総
数から当社普通株式に係る自己株式数を控除して得た数とし、当社普通株式に係る自己株式
の処分を行う場合には、「新規発行株式数」を「処分する自己株式」に読み替えるものとす
る。
　上記のほか、割当日後に、当社が他社と合併する場合、会社分割を行う場合、資本金の額
の減少を行う場合、その他これらの場合に準じ、行使価額の調整を必要とする事由が生じた
場合には、取締役会の決議により合理的な範囲で行使価額を調整するものとする。
⑹　新株予約権を行使することができる期間
　新株予約権の割当日から２年を経過した日の翌日から５年以内
⑺　新株予約権の行使の条件及び制限
①新株予約権者は、権利行使時において当社の取締役、執行役員もしくは従業員及び連結
子会社の取締役、執行役員もしくは従業員の地位にあることを要する。

②新株予約権の相続はこれを認めない。
③その他の行使の条件は、取締役会決議に基づき、当社と新株予約権者の間で締結する
「新株予約権割当契約」に定めるところによる。
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⑻　新株予約権の取得条項
①新株予約権者が上記⑺による新株予約権の行使の条件を満たさなくなった場合、その他
理由のいかんを問わず権利を行使することができなくなった場合、当社は新株予約権を
無償で取得することができる。

②当社が消滅会社となる合併契約の議案、当社が完全子会社となる株式交換契約もしくは
株式移転の議案、または当社が分割会社となる分割契約もしくは分割計画承認の議案が
株主総会で承認された場合は、取締役会が別途定める日に、当社は新株予約権を無償で
取得することができる。

⑼　譲渡による新株予約権の取得の制限
　譲渡による新株予約権の取得については、取締役会の承認を要するものとする。
⑽　新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に
関する事項
①新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本金の額は、会社計算
規則第17条第１項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算
の結果１円未満の端数が生じたときは、その端数を切り上げるものとする。

②新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本準備金の額は、前記
の資本金等増加限度額から前記に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

⑾　端数の取扱い
　新株予約権を行使した新株予約権者に交付する株式の数に１株に満たない端数がある場合
には、これを切り捨てるものとする。
⑿　取締役に対する報酬等の具体的な算定方法及び新株予約権の公正価額の算定基準
　取締役に対する報酬等の具体的な算定方法は、新株予約権１個当たりの公正価額に、新株
予約権の割当日に在任する当社取締役（社外取締役を除く。）に割当てる新株予約権の総数
を乗じて得られる価額とする。
　新株予約権１個当たりの公正価額は、割当日における当社株価及び行使価額等の諸条件を
もとに、ブラック・ショールズ・モデルを用いて算定した公正な評価に基づくものとする。
⒀　新株予約権の発行に関するその他の内容については、別途開催される取締役会の決議に
おいて定める。

以　上

－ 41 －
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＊ご利用可能な駐車場
❶中町立体駐車場　　❷中町中央パーキング　　❸ナイスパーク中町　　❹パーキングタウンMaggy陣屋

第51回定時株主総会会場ご案内図

会　　　場　福島県郡山市中町10番10号
郡山ビューホテルアネックス　４階

電　　　話　（024）939－1111

※お車でお越しの際は、地図に記載の駐車場をご利用下さい。

＜交通のご案内＞
●JR郡山駅（西口）より徒歩で約５分
●東北自動車道郡山インターチェンジより車で約25分


